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みんな仲良くつながって！

〔第４回定例会〕

 水道料金の平均16.04％
   値上げ案特別委員会で審査
                    原案どおり可決

議員報酬月額１０％削減を決定
令和２年１月１日から住民の声を

行 政 に！
３
氏
が
一
般
質
問

 
●
加
藤
重
夫　
登
下
校
時
交
通
安
全
対
策

 　
　
　
　
　
　
小
中
一
貫
教
育
推
進

 
●
大
畠
敏
弘　
移
住
・
定
住
対
策

 

●
大
竹　
登　
公
立
公
的
病
院
再
編
統
合

由仁スキー連盟「スキースクール」（2020.1.12 長沼スキー場）
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令和元年
第４回定例会

　令和元年第４回定例会は 12月 11 日に召集され、会期を 13日までの３日間とし
て開会しました。
　諸般の報告（会務、各常任委員会の町内所管事務調査報告）に続いて行政報告が
行われ、一般質問は３名の議員が４件の質問を行いました。
　付議事件は、条例の制定案２件、条例の一部改正案５件、条例の廃止案１件、令
和元年度各会計補正予算案７件、人事案２件、会議案２件、意見書案１件を慎重に
審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容
第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の制定 法律の改正により令和２年度から創設され

る会計年度任用職員制度の導入にあたり必
要な事項を定める条例を制定第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の制

定
会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条
例の規定を整理

由仁町立保育所条例の廃止 保育所の認定こども園移行および経営移管
に伴い条例を廃止

由仁町学校給食センター設置及び管理等に関する条
例の一部を改正する条例

認定こども園に給食を提供することに伴い
条例を改正

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適性化等
を図るための関係条例の整理に関する条例の制定

成年被後見人について、欠格条項で資格を
一律排除から、業務に適した能力を個別判
断する仕組へ改正

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例の制定

災害弔慰金の支給等に関する法律の改正に
伴い条例を改正

由仁町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
定

上水道料金を令和２年４月使用分から平均
16.04％、最大 26.25％引き上げ改定

固定資産評価審査委員会委員の選任 黒田良行氏（古川）を選任（再任）するこ
とに同意

固定資産評価審査委員会委員の選任 清水俊雄氏（三川錦町）を選任（再任）す
ることに同意

由仁町議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定

令和２年１月から令和５年４月までの間、
議員報酬月額の 10％を削減

議員派遣 市町村職員中央研修所への派遣承認

新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出 左記の意見書を採択し、衆参両議院および
関係省庁に提出

条
例
の
新
規
制
定
・
一
部
改
正
お
よ
び
廃
止

人　
　
事

会
議
案

意
見
書
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会　　計　　名 補正前の額 補正額 補正後の額 主な内容

一 般 会 計 4,866,709 78,918 4,945,627

ふるさと寄附金増加に伴
う返礼品および積立金、
介護老人保健施設事業繰
出金追加、職員人件費の
整理など

特
別
会
計

農 業 集 落 排 水 事 業 389,455 △3,918 385,537 職員人件費の整理、消費
税額確定による減額など

介 護 保 険 事 業 750,271 3,861 754,132 介護予防給付費の増額

後 期 高 齢 者 医 療 91,398 2,329 93,727 後期高齢者医療広域連合
納付金の増額

水道事業

収益的支出 531,823 △2,486 529,337
職員人件費の整理、借入
利息確定による減額など資本的支出 351,883 0 351,883

合 計  883,706 △2,486 881,220

町 立 診 療 所 446,784 256 447,040 職員人件費の整理、備品
購入費の増額など

介護老人保健施設事業 122,214 △4,938 117,276
職員人件費の整理、出張医
師報酬、給食業務委託費の
減額など

令和元年度各会計補正予算
（単位：千円）

第５回臨時会第６回臨時会 （令和元年11月29日開会）

　　次の付議事件について慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容
由仁町議会議員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定

期末手当の支給率の引上げ（0.05 か月分）改定

由仁町長及び副町長の給与に関する条例等の一
部を改正する条例の制定

・町長、副町長および教育長の期末手当の支給率  
  引上げ（0.05 か月分）改定
・職員の給料表および勤勉手当支給率の引上げ
　（0.05 か月分）改定など

補
正
予
算

一般会計

上記条例改正による議会議員および町長、副町
長、教育長の期末手当ならびに職員の給与改定
に伴う経費の計上

農業集落排水事業

水道事業

町立診療所特別会計

介護老人保健施設事業
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登
下
校
時
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
国
各
地
に
お
い
て
、
登

　
　
　

下
校
時
に
お
け
る
痛
ま
し
い

交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
交
通
安
全
対
策
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、
平
成
25
年
に

「
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
に
向

け
た
今
後
の
取
組
」
お
よ
び
「
通
学

路
の
交
通
安
全
の
確
保
に
向
け
た
着

実
か
つ
効
果
的
な
取
組
の
推
進
に
つ

い
て
」
の
通
知
を
し
て
お
り
、
学
校

関
係
者
や
保
護
者
な
ど
の
協
力
に
よ

り
交
通
安
全
対
策
を
計
画
的
に
進
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
こ
れ
ま
で
の
登
下
校
時
に

お
け
る
交
通
安
全
体
制
の
確
保
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

	

教
育
長
答
弁

　

児
童
生
徒
が
安
全
に
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
、交
通
安
全
対
策
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
、極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
と
お
り
、平
成
25
年
の
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、児
童
・

生
徒
の
交
通
安
全
対
策
強
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、教
育
委
員
会
で
は
、調

査
を
行
う
と
と
も
に
平
成
27
年
に
国
・

道
の
道
路
管
理
者
や
警
察
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

町
の
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ
り「
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定

し
、危
険
個
所
の
点
検
作
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、歩
道
や

防
犯
灯
を
設
置
す
る
な
ど
、子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
対
策

を
講
じ
て
き
て
お
り
、ま
た
、学
校
に
お

い
て
は
危
険
箇
所
に
係
る
啓
発
や
注

意
喚
起
を
促
し
な
が
ら
、交
通
安
全
に

係
る
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
歩
道
・

防
犯
灯
の
設
置
、
危
険
箇
所
の

啓
発
や
注
意
喚
起
を
促
し
て
い

ま
す

住民の声を行政に！

加
藤
重
夫
　
議
員

問

基
本
方
針
で
の
「
目
指
す
子
供

像
」
に
向
け
て
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す

一
体
と
な
り
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く

教
育
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

形
態
は
小
学
校
６
年
、中
学
校
３

年
の
６
・３
制
を
基
本
と
し
、①「
小
中

学
校
で
の『
目
指
す
子
ど
も
像
』の
共

有
」、②「
中
学
卒
業
ま
で
を
見
通
し
た

一
貫
し
た
指
導
」、③「
小
中
学
校
で
の

豊
か
な
教
育
環
境
づ
く
り
」、④「
子
ど

も
同
士
や
教
職
員
間
の
交
流
と
協
働
」

の
４
点
を
基
本
な
考
え
方
と
し
て
、現

在
の
小
中
学
校
校
舎
を
使
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
が
完
了
し
、小
中
一
貫
教

育
の
よ
う
な
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、学
校
現
場
の

意
識
、家
庭
、地
域
の
意
識
を
一
層
高

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、制
度
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、よ
り

良
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

11 月 27 日
　　　　夢づくり子ども教育委員会

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

に
つ
い
て

　
平
成　
年
４
月
か
ら
制
度
化
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
小
中
一
貫
教
育
」

の
導
入
は
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
上
で
効
果
的
な
取
組
で
あ
り
、
そ

の
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
来
年
４
月
か

ら
「
小
中
一
貫
教
育
」
を
導
入
す
る

準
備
を
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
ど
の
よ
う

な
方
針
に
よ
り
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

	

教
育
長
答
弁

　

当
町
の
小
中
一
貫
教
育
導
入
は
、令

和
２
年
４
月
と
定
め
、基
本
方
針
を

策
定
し
、小
中
学
校
に
示
し
た
上
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
方
針
で
、目
指
す
子
供
像

と
し
て「
ふ
る
さ
と
由
仁
を
愛
し　

共

に
未
来
を
創
造
す
る　

心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
子
」を
掲
げ
、義
務
教
育
９

年
間
を
通
し
て
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が

28
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移
住
・
定
住
対
策
に

つ
い
て

　
　
　
　

由
仁
町
の
農
業
・
農
村
振

　

       

興
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
農

家
戸
数
お
よ
び
農
家
人
口
は
年
々
減

少
を
続
け
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、
後
継
者
が
い
な
い
農
家
が
約
７

割
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
は
他
の
産

業
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
近
年
、
地
方
へ
移
住
す
る

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
が
増
加
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
都
市
部
で
働

い
て
い
た
青
年
が
、
親
元
就
農
を
し

た
り
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
に
よ

り
、
当
町
で
新
規
に
起
業
す
る
事
例

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
地
方

回
帰
の
流
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
潮
流
を
引
き
寄
せ
、
移
住
・
定
住

の
取
組
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
産
業
の
後
継
者
対
策
に
も
有
用
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

	

町
長
答
弁

　

都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、の
ど
か
な
地

方
や
田
園
の
町
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と

い
っ
た
、「
地
方
移
住
願
望
」は
、都
会
で

働
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
思
い
に
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
土
交
通
白
書
で
は
、三
大

都
市
圏
に
住
む
20
代
が
選
ぶ
移
住
先

と
し
て
、北
海
道
が
２
位
で
あ
る
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、経
済
一
辺
倒
の
豊
か

さ
で
は
な
く
、自
然
や
地
域
と
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
若
者
も

増
え
て
い
る
と
の
指
摘
は
確
か
に
あ
る

も
の
の
、具
体
的
に
当
町
へ
の
移
住
・
定

住
に
つ
な
げ
て
い
く
方
策
は
、一
朝
一
夕

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
で
き
得
る

取
組
を
一
歩
ず
つ
進
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、町
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
す
る「
由
仁
町

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
総
合
窓

口
に
各
種
取
組
を
行
っ
て
お
り
、平
成

30
年
度
は
、７
世
帯
13
名
の
移
住
実
績

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、移
住
希
望
者
や
観
光
客
向
け

の
宿
泊
施
設「
星
降
る
暮
ら
し
の
宿　

い
っ
ぽ
」が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
り
平

成
31
年
年
４
月
に
開
設
し
て
お
り
、さ

ら
に
は
、令
和
２
年
１
月
に
、首
都
圏

で
開
催
さ
れ
る「
移
住
フ
ェ
ア
相
談
会
」

に
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
を
は
じ
め
、
業
種

を
越
え
た
地
域
の
担
い
手
を
育

成
す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す

住民の声を行政に！

大
畠
敏
弘
　
議
員

問

　

後
継
者
や
担
い
手
の
不
足
は
、農
業

の
分
野
の
み
な
ら
ず
、全
産
業
で
の
課

題
で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
で
あ
る
こ
と
を
真

摯
に
受
け
止
め
、優
良
な
農
地
を
は
じ

め
当
町
の
大
切
な
地
域
資
源
を
守
り
、

そ
れ
を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、業
種
を
越
え
た
地
域

の
担
い
手
を
育
成
・
確
保
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る「
由
仁
町
若
者
担
い
手
育
成

塾
」を
通
し
て
、マ
チ
の
将
来
を
担
う

世
代
の
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
28
年
に
設
立
し
た「
由

仁
町
縁
結
び
協
議
会
」10
名
の「
縁
結

び
相
談
員
」が
、カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
目

指
す
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、「
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
」を
こ
れ
ま
で
に
５
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
取
組
を
通
し
て
、令

和
元
年
、町
内
の
農
業
後
継
者
２
名
、

会
社
員
１
名
の
計
３
組
の
成
婚
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、こ
れ
ら
移
住
・
定
住

を
は
じ
め
、人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る

取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、農
業
分

野
に
お
い
て
は
、引
き
続
き
、国
の
就

農
資
金
や
農
業
機
械
導
入
助
成
事
業

な
ど
の
活
用
を
推
進
し
な
が
ら
、農
業

後
継
者
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。

11 月６日　若者担い手育成塾
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公
立
・
公
的
病
院
の

再
編
統
合
に
つ
い
て

　
　
　
　

厚
生
労
働
省
は
９
月
26

　
　
　

日
、
全
国
の
公
立
病
院
や
日

赤
、
厚
生
連
な
ど
１
，
４
５
５
公

的
病
院
の
う
ち
「
診
療
実
績
が
特

に
少
な
い
」
「
診
療
機
能
が
類
似
・

近
接
」
す
る
４
２
４
病
院
を
再
編
統

合
の
「
再
検
証
」
の
必
要
が
あ
る
と

し
、
公
立
・
公
的
医
療
施
設
名
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
北
海
道
で
は
、
１
１
１

病
院
中
54
施
設
が
公
表
さ
れ
、
由
仁

町
立
病
院
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

由
仁
町
の
場
合
、
既
に
診
療
所
と

老
健
施
設
と
し
て
再
編
さ
れ
、
患
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
の
増
加
や
訪
問
診

療
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
通
院
の
足

の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
お
年
寄
り

や
住
民
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
住
民
に
喜
ば
れ
、
信
頼

さ
れ
る
施
設
と
し
て
存
続
発
展
を
前

提
に
経
営
改
善
も
含
め
努
力
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

	

町
長
答
弁

　

厚
生
労
働
省
は
「
地
域
医
療
構
想

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い

て
、
各
都
道
府
県
で
の
議
論
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
、
公
立
・
公
的

医
療
機
関
の
平
成
29
年
度
の
診
療
実

績
デ
ー
タ
の
一
部
を
分
析
し
た
結
果

に
よ
り
、
一
定
要
件
に
該
当
す
る
病

院
、
全
国
で
４
２
４
病
院
、
道
内
で

54
病
院
を
「
再
編
統
合
の
必
要
性
に

つ
い
て
特
に
議
論
が
必
要
な
公
立
・

公
的
医
療
機
関
」
と
し
て
公
表
し
、

由
仁
町
立
病
院
も
そ
の
中
に
含
ま

れ
、
こ
れ
を
見
た
町
民
か
ら
「
診
療

所
」
が
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
不
安
な
声
も
聴
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
国
が
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
医
療
構
想
の
一
つ
を
先
取

り
し
、
既
に
有
床
診
療
所
と
介
護
老

他
職
種
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
利
用
者
の
増
加
、
経
営
の
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す

住民の声を行政に！

大
竹
　
登
　
議
員

問

ま
す
。
要
因
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
は
異
な
り
在
宅
生
活
を

目
指
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
終
の
棲
家
」
と
し
て
長
期
の
入
所

施
設
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
や
制
度
的
に
利
用
料
金
が
特
養
よ

り
も
高
く
な
る
な
ど
様
々
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
需
要
動
向
を
検
証

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
利
用
者
の
増
加
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
介
護
保

険
事
業
計
画
の
３
年
に
１
度
の
見

直
し
の
年
度
で
あ
り
、
将
来
に
向
け

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
が

検
討
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
健
康
・
安

全
・
安
心
の
た
め
に
、
意
向
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
展
開

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
名
は
平
成
29
年
度
の
実
績

　

で
作
成
さ
れ
た
た
め
、
由
仁
町
立
病

　
院
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

人
保
健
施
設
へ
の
転
換
を
行
い
、
訪

問
診
療
な
ど
在
宅
医
療
を
取
り
入
れ

な
が
ら
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
運

営
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
今
回
の
取
組
は
一
定
の
デ

ー
タ
を
分
析
し
、
各
医
療
機
関
が
担

う
急
性
期
機
能
や
病
床
数
に
つ
い
て

再
検
証
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
統
廃
合
や
規
模
縮
小
な
ど

を
機
械
的
に
決
め
る
も
の
で
は
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
公
表
さ
れ
た
市
町

村
で
は
、
地
域
の
実
情
や
実
態
を
何

も
考
慮
せ
ず
一
方
的
に
再
編
統
合
を

公
表
し
た
と
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
、
北
海
道
町
村
会
に
お
い
て
も
、

将
来
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い

て
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
た
め
、
10

月
16
日
、
国
に
「
地
域
医
療
構
想
に
関

す
る
緊
急
要
望
」
を
提
出
し
ま
し
た

　

町
立
診
療
所
は
、
現
在
、
常
勤
医

師
３
名
体
制
で
訪
問
診
療
患
者
に
対

し
24
時
間
往
診
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
な
ど
、
在
宅
療
養
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
浸
透
し
、
外

来
患
者
数
の
増
加
な
ど
経
営
に
も
良

い
影
響
が
現
れ
、
今
後
も
、
他
職
種

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
在
宅
療
養

を
充
実
し
、
経
営
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
、
「
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ

だ
ま
り
」
に
お
い
て
は
、
定
員
29
名

に
対
し
15
名
弱
の
利
用
と
な
っ
て
い 。

多職種が集って情報交換を
行っている「一息カフェ」
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◆
調
査
期
日　
10
月
24
日（
木
）

◆
調
査
内
容

１
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

　

①
平
成
31
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

　
　

況
調
査

　

②
標
準
学
力
テ
ス
ト

　

③
放
課
後
学
習

　

④
夏
・
冬
休
み
学
習
会

　

⑤
学
力
向
上
委
員
会

２
ゆ
め
っ
く
館
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

①
図
書
利
用
状
況
お
よ
び
資
料
費

　

②
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
対
応
件
数

　

③
施
設
修
繕
状
況

３
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

①
新
旧
施
設
の
運
営
経
費
比
較

　

②
残
食
実
態

◆
調
査
を
終
え
て

　
「
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
い

て
」テ
ス
ト
結
果
の
対
応
策
と
し
て
、学

力
向
上
委
員
会
に
よ
り
改
善
策
を
講

じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

放
課
後
学
習
や
夏
・
冬
休
み
学
習
会
に

加
え
、家
庭
学
習
を
は
じ
め
と
し
た
学

力
向
上
へ
の
取
組
を
期
待
し
ま
す
。

　
「
ゆ
め
っ
く
館
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
」イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
行
い
、「
読
書

通
帳
」の
配
布
な
ど
多
く
の
知
恵
を
出

し
、入
館
者
確
保
に
努
力
し
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

　

徐
々
に
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
お

り
、「
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」と
し
て

必
要
な
施
設
で
す
の
で
、適
正
な
維
持

管
理
を
望
み
ま
す
。

　
「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
」昨
年
か
ら
新
施
設
で
の
運
営
が

は
じ
ま
り
、新
旧
施
設
の
運
営
経
費
比

較
で
は
、新
機
器
導
入
に
よ
り
需
用
費

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
節
約
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

小
中
学
校
と
も
に
重
量
ベ
ー
ス
で

約
３
割
の
残
食
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
な
身
体
作
り
の
た
め
、デ
ー
タ
収

集
を
続
け
改
善
へ
の
取
組
を
期
待
し
ま

す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務
調
査
報
告

◆
調
査
期
日　
10
月
３
日（
木
）

◆
調
査
内
容

１
主
要
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い

て（
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

　

○
水
稲（
な
な
つ
ぼ
し
）

　

○
秋
ま
き
小
麦（
ゆ
め
ち
か
ら
）

　

○
大
豆（
ト
ヨ
ム
ス
メ
）

　

○
て
ん
菜（
２
Ｋ
３
１
４
）

　

○
た
ま
ね
ぎ（
北
も
み
じ
２
０
０
０
）

２
花
き（
ユ
リ
）の
品
質
状
況
に
つ
い
て

（
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
）

○
出
荷
概
況

　

品
質
維
持
に
あ
た
り
、予
冷
庫
で
温

度
管
理
し
、出
荷
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
出
荷
実
績

　

９
戸　

出
荷
額
１
億
４
５
５
万
円

○
令
和
元
年
度
出
荷
経
過

　
（
９
月
24
日
現
在
）

　

		

９
戸　

出
荷
額
８
，８
５
４
万
円

３
水
稲
の
生
育
経
過
や
品
質
状
況
に

つ
い
て（
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
）

○
生
育
経
過

　

好
天
に
恵
ま
れ
成
熟
は
早
ま
る
見

込
み
で
し
た
が
、９
月
の
気
象
経
過
か

ら
登
熟
が
進
ま
ず
こ
の
地
域
で
は「
平

年
並
み
」の
収
量
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、13

日
か
ら
米
賓
館
で
の
受
入
れ
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
収
量

　

全
体
的
に
粒
が
細
め
で
、中
米（
網

上
と
網
下
の
間
の
米
）が
平
年
よ
り
や

や
多
め
に
出
て
い
ま
す
。

○
品
質

　

食
味
の
基
準
と
な
る
タ
ン
パ
ク
値

は
、全
品
種
と
も
に
０
．３
～
０
．４
％

程
度
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
を
終
え
て

　

調
査
の
結
果
、春
先
か
ら
好
天
が
続

き
、降
水
量
が
少
な
く
干
ば
つ
傾
向
が

あ
っ
た
も
の
の
順
調
に
生
育
し
、全
般

的
に
平
年
作
を
見
込
め
る
状
況
で
あ

り
、出
来
秋
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務
調
査
報
告
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○　議員報酬の見直し（特例）に関する審査特別委員会報告
　　（令和元年 11月 29 日　第６回臨時会　委員長　後藤篤人報告）
　【報告の要旨】
　この特別委員会は、「議員報酬及び定数に関する調査検討特別委員会報告」（議会だより第 155
号参照）を踏まえ、令和元年第３回定例会で設置され、議長を除く９名で構成し、議員報酬の見直
しについて審査を行うこととしました。
　10月 18 日に会議を開催し、委員会の採決を行ったところ、「令和２年１月１日から令和５年４
月 30日までの間、報酬月額を 10％削減」することに決定し、「由仁町議会議員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正」については、第４回定例会に会議案として提出予定と報告しました。

○　由仁町議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
　　（令和元年 12月 13 日　第４回定例会　原案可決）
　【提案の要旨】
　財政状況は今後も厳しい運営が予想されることから、
議会としてこれまで同様状況変化に対してスピード感を
持った対応が必要であると考えており、「議員報酬の見直
し（特例）に関する審査特別委員会」の採決で決定したと
おり、令和２年１月１日から令和５年４月 30日までの間、
報酬月額を約 10％削減する独自措置について、町民福祉
の向上と効率的・効果的な行財政運営に努めるものです。

議員報酬月額１０％削減を決定

○　水道料金の改定に関する審査特別委員会報告
　　（令和元年 12月 13 日　第４回定例会　委員長　大竹登報告）
　【報告の要旨】
　この特別委員会は、令和元年第３回定例会において設置され、議長を除く９名で構成し、水道料
金の改定について 10月 18日、29日、11月 14日、25日、12月９日の計５回審査を行いました。
　水道料金の改定について、町から提示があった内容は「人口減
少による給水収益の減少に伴う対応」と「財源不足を補うための
基準外繰入を解消」する２点でした。
　委員会での審査結果は、「人口減少に伴い給水人口が減少する
中においても、企業会計の原則として独立採算による運営が基本
であることが理解できるが、提示があった内容では負担が大きく
なる利用者が出てしまうことから、委員会の結論としては、一般
会計からの一部繰入はやむを得ない」と報告しました。

○　由仁町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定
　　（令和元年 12月 11 日　第４回定例会　審査付託、12月 13 日　原案可決）
　【審議経過】
　水道料金を令和２年４月からの使用分を平均 16.04％、最大 26.25％引き上げ改定する「由仁町
水道事業給水条例の一部改正案」については、第４回定例会で付議され、議長を除く９名で構成す
る水道事業給水条例審査特別委員会に審査付託となりました。
　12月 11日に委員会を開催し慎重に審議の結果「原案可決」と決定し、本会議でその報告結果を
受け採決を行ったところ、委員会報告のとおり「原案可決」となりました。

水道料金平均 16.04％値上げ改定

報酬月額の削減内訳
議長　280,000 → 252,000 円
副議長　222,000 → 199,000 円
委員長　205,000 → 184,000 円
その他議員　186,000 → 167,000 円
※削減額　月額報酬のほか関連
　経費を含め年額約 300 万円
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連絡先 TEL 0123-83-2111　  FAX 0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp   ※匿名分は除かせていただきます。

議会へ町民の皆様の声を届けてください。ご意見、ご要望をお待ちしています。

　議員の出席状況　　　　　　　　　　令和元年５月１日～ 12月 31 日
本会議 常任委員会 特別委員会 会議数計

会議日数 6 4 9 6 5 1 2 6 5 1 5 1

大畠敏弘 6 4 6 5 1 2 6 5 1 5 1 7/7 49 0 100.0

加藤重夫 6 4 9 1 6 5 1 5 1 7/7 45 0 100.0

早坂寿博 6 4 6 5 1 2 6 5 1 5 1 14/14 56 0 100.0

羽賀直文 6 4 9 5 1 2 6 5 1 5 1 9/9 54 0 100.0

浮田孝雄 5 4 3 1 2 5 1 5 1 6/7 33 5 86.8

平中利昌 6 4 9 1 2 6 5 1 5 1 7/7 47 0 100.0

大竹　登 6 4 6 5 1 2 5 1 5 1 8/9 44 1 97.8

佐藤英司 5 4 9 1 2 5 1 4 1 7/7 39 2 95.1

後藤篤人 6 4 9 6 5 1 2 5 1 5 1 14/14 59 0 100.0

熊林和男 6 4 14/14 24 0 100.0

　一般質問の状況　　　　　　　　　　

議員名 質問内容

第２回定例会 後藤　篤人 水道料金の改定について

今後のまちづくりについて

大竹　　登 財源確保と財政運営について

第３回定例会 加藤　重夫 災害対策について

大竹　　登 町財政の健全化について

羽賀　直文 自治体によるガバメントクラウドファンディング（GCF）について

早坂　寿博 光ファイバー整備について

第４回定例会 加藤　重夫 登下校時の交通安全対策について

小中一貫教育の推進について

大畠　敏弘 移住・定住対策について

大竹　　登 公立・公的病院の再編統合について
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※一部事務組合の出欠は、含まれていません。
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29日　水道料金の改定に関する審査特別委員会
　　　（第２回目） （委員会室　委員）
29日　国営かんがい排水事業道央用水地区完工式
  （札幌市　議長）

５日　由仁町総合防災訓練「１日防災学校」
  （由仁小学校　議長）
６日　京都府城陽市議会会派「城陽絆の会」行政視察
  （委員会室　議長）
７・８日　由仁町老人クラブ連合会指導者研修会
  （音更町　議長）
10～12日　空知町村議会議長会道外行財政制度政務調
　　　査 （北関東地区　議長）
11日　南空知葬斎組合議会第２回定例会
  （議場　組合議員）
13日　全国町村議会議長会創立70周年記念式典及び
　　　第63回町村議会議長全国大会 （東京都　議長）
14日　水道料金の改定に関する審査特別委員会
　　　（３回目） （委員会室　委員）
14日　総務文教常任委員会 （委員会室　委員）
14日　由仁町町政功労者表彰式 （大会議室　議員）
14日　由仁町教育委員会表彰式 （大会議室　議員）
15日　道央廃棄物処理組合議会第２回定例会
  （議場　組合議員）
20日　道央廃棄物処理組合先進地視察研修
  （岩見沢市　組合議員）

22日　南空知公衆衛生組合議会第２回定例会
  （長沼町　組合議員）
25日　水道料金の改定に関する審査特別委員会
　　　（第４回目） （委員会室　委員）
28日　議長・副議長・委員長会議
  （正副議長室　議長ほか）
29日　由仁町議会第６回臨時会 （議場　議員）
29日　南空知ふるさと市町村圏組合議会第２回定例会
  （岩見沢市　組合議員）

３日　空知教育センター組合議会第２回定例会
  （滝川市　組合議員）
４日　議長・副議長・委員長会議
  （正副議長室　議長ほか）
９日　三役会議 （正副議長室　議長ほか）
９日　議会運営委員会 （委員会室　委員）
９日　全員協議会 （委員会室　議員）
９日　水道料金の改定に関する審査特別委員会
　　　（第５回目） （委員会室　委員）
11～13日　由仁町議会第４回定例会 （議場　議員）
11日　水道事業給水条例審査特別委員会
  （委員会室　委員）
13日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）

３日　第72回由仁町成人式 （ふれーる　議員）
５日　由仁消防団出初式 （町民センター　議員）
６日　由仁町新年交礼会 （町民センター　議員）
14日　由仁町議会第１回臨時会 （議場　議員）
14日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
20日　空知町村議会議長会役員会 （由仁町　議長）

12 月

１月

10 月

議会だよりでは、スペースの都合上、議案や質問・答弁などの内容を要約して載せています。
由仁町ホームページからも議決結果および会議録をご覧になることができます。

ホームページ　　http://www.town.yuni.lg.jp/
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１月５日　由仁消防団出初式

11 月
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